































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ? ? ?? ??
史的事象への理解が深まり，歴史像を総体と
して再構成することができることを理解す
る。
ウ，探究学習を通して，ある歴史的事象から現
代の様々な課題（ここでは国際関係にかかわ
る諸課題）を解決していくことの糸口を見出
すことの意義を理解し，生徒一人ひとりの国
際理解意識を高める。
　　 【評価の観点】意欲・関心・態度
　　　　　　　　　思考・判断・表現
　　　　　　　　　知識・理解
④指導上の留意点
ア，探究学習の主題としては次のような例が考
　えられる。
　○　幕府は朝鮮通信使による修交を通して，
どのように支配体制の強化を図ったのだ
ろうか。華夷秩序にも着目して考察しよ
う。
　○　李氏朝鮮がなぜ幕府との修交に応じ，江
戸時代を通じて朝鮮通信使による修交を
続けたのか，当時の東アジアの国際環境
に着目して考察しよう。
　○　対馬藩は幕藩体制のなかでどのように外
交課題の解決を図ろうとしたのか。対朝
鮮貿易の推移に着目し，幕末から明治初
期も視野に入れて考察しよう。
　○　雨森芳洲に関する資料から，彼が対外的
課題をどのようにとらえ，第８回と第９
回の通信使にどのように関わったのか，
また，日朝関係における雨森の果たした
歴史的役割を考察しよう。
　○　我が国を取り巻く国際環境のなかで，我
が国は歴史上どのように外交課題の解決
を図ってきたのか，世界史で学習したこ
とも踏まえて考察しよう。
イ，発表は３班程度とし発表１０分，質疑応答
４分を目安とする。班員全員が学習成果を報
告できるよう役割を分担するなど工夫させ
る。
ウ，探究学習後に探究レポートを提出させ，歴
史学習の成果だけでなく，生徒一人ひとりの
国際理解意識の変容についても把握し，事後
指導に活用する。
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　この人物史主題学習では，雨森の人物像を通
して，雨森の対外的課題に対する認識や朝鮮通
信使の果たした歴史的役割について，世界史的
視野に立ち当時の国際環境と関連付けた考察を
深め，歴史的思考力と国際理解意識の育成を図
ることをねらいとした。この学習活動によって，
生徒は，江戸時代の日朝関係が，好誼を通じつ
つ互いに牽制しあう緊張状態のなかで均衡と安
定が保たれていたことを理解していく。そこか
ら，室町時代から明治初期までの前後の時代を
視野に入れて日朝関係の推移を考察する学習
へ，さらに世界の中の日本という視点から我が
国の歴史，文化の展開を総合的に考察する学習
へと進んでいく。こうした学習の積み重ねを通
して，双方向の異文化理解への意識が高まり，
国際社会に主体的に生きる日本国民としての自
覚と資質が養われていく。
　事後指導にあたっては，地理歴史科及び日本
史Ｂの目標に立ち戻って主題学習をまとめ，発
展的な学習につなげていくことが求められる。
まず，他の生徒の発表を自分の学習成果と重ね
合わせることで，資料を適切に収集選択し，そ
れらを活用して総合的に考察する力の育成を図
りたい。また，主題学習から得た成果をレポー
トにまとめさせ，歴史的思考力や国際理解意識
の一層の伸張につなげたい。日本史Ｂの学習で
は，考察したことを納得と理解を踏まえた自分
自身の言葉で明確に表現できることが大切とさ
れるが，考察したことを筋道立てて論述する力
は双方向の異文化理解に欠かせない力である。
主題学習の計画的な実践により，我が国の歴史
の展開と伝統や文化の特色を，国際環境や地理
的条件と関連付けて自分自身の言葉で自在に発
信していける力を培いたい。こうした探究型の
??????
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主題学習は単発的，トピック的なものとせず通
史学習や他科目の学習と組み合わせることで，
身に付けた思考力，表現力が繰り返し活用さ
れ，さらなる伸長が期待できる。一つの工夫と
して，日本史Ｂの主題学習を総合的な学習の時
間における横断的，総合的な学習課題として，
卒業研究のような形で継承発展させていくこと
も考えられる。
　拙い試論だが，日本史Ｂの主題学習の計画
的，継続的な工夫改善と実践によって，双方向
の異文化理解へ向かう態度が生徒の間で身に付
き，相手との違いを認め合って関係性を築いて
いく国際理解意識がより確かなものになるよう
期待したい。
